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1. エグゼクティブサマリー 

本レポートでは、2023年1月に開催した「工業会横断セミナー スマート製造の旅#3」 について報告する。「工業会横断セミ

ナー」は、IEC/SyC SM（Systems Committee Smart Manufacturing、スマートマニュファクチャリング システム委員会）

国内審議団体の傘下の工業会横断委員会（以下「工業会委員会」と言う）が企画・運営するものであり、今回はその第3回

目となる。 

工業会委員会では、製造業におけるDX化（スマートマニュファクチャリング）に対し「バリューチェーンの全てがデジタル化される

と、自らのビジネスや業務プロセスにどのようなインパクトがもたらされるのか？」という問題意識のもと「工業会連携：製造業の動

向・将来検討」に取り組んでおり、本セミナーはその活動の一環として開催した（「2. 背景」参照）。3回目の今回は、「グローバ

ルで急加速する欧州発データ共有圏（IDSA／GAIA-X／Catena-X）の動きと日本に求められるアクション」と題し、JIC-ベン

チャー・グロース・インベストメンツ株式会社 プリンシパル/イノベーションストラテジスト 小宮 昌人様（2024/10/1現在 d-

strategy,inc）に、スマートマニュファクチュアリングに関する欧州の動向と日本の現状についてご説明いただいた。（「3. 開催概

要」、「付録 講演資料」参照）。セミナー当日は132名の参加があり、特別講演後の質疑応答では、GAIA-Xなど、欧米がスマ

ートマニュファクチュアリング領域において先行している現状に対して、日本がどのように対応すればよいのか？といった議論が交わさ

れた。（「付録 講演資料」参照）。後日実施したアンケート（「4. 開催結果」参照）では、特別講演について「データの所有

者が有利な現実（GAFAM）や、データを共有しないといけない理由を教えていただき、新たな考え方を持てるようになった」、「ド

イツ欧州勢に日本も加担して、G20共通のデータスペースを一緒に作り上げるべきではないか？」、「欧州にI5.0の動きがあること

を初めて知ったので有益であった」などの感想が聞かれた。また特別講演、質疑・議論に対し、各々、89.2%、78.4％が有益だっ

た、比較的有効だったとの回答が得られ、好評であった。また、「欧州や中国などの他地域に先行されてしまうのではないか？」、

「データ共有に伴うノウハウ等の流出リスクがないか」、「スマート化のために必要な情報開示と競争力確保のための知財権保護に

関する法規制の整備が必要ではないか」といった意見が寄せられた。工業会横断委員会が開催した本セミナーに対し、「グローバ

ルな経済社会環境の中で、日本がおかれている状況を認識することができ、たいへん有益でした。」、「データ共有が必須になる、

など、少し前まで想像していなかった環境になってくるということに驚きました。」、「IDSA、GAIA-X、Catena-Xの関連を理解する

ことができた。EUのデータ関連規制との関連についても理解を深めたい。」といった声が多数寄せられており、これらの意見を活用

して今後の企画・運営に活用していきたい。 

 

今回は、三回目の開催となり、前回に引き続き盛況のうちに無事終了することができた。特別講演の講師をお勤めいただいた

IC-ベンチャー・グロース・インベストメンツ株式会社様、当日聴講いただいた参加者の皆様のお力添えの賜物と心から感謝申し上

げる。次回以降も皆様と双方向のコミュニケーションを心がけ、共に「スマート製造の旅」を歩み続けていけると幸いである。 
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2. 背景 

本セミナーは、IEC/SyC SM（Systems Committee Smart Manufacturing、スマートマニュファクチャリング システム委

員会）国内審議団体の傘下の工業会委員会にて2020年より取り組んでいる「工業会連携：製造業の動向・将来検討 ～

DX化がもたらす製造業の将来予測検討～」の活動の一環として開催するものである。工業会委員会は、IEC/SyC SM国内

審議団体における国際標準化活動を支援することをミッションとして、2018年に設置された。スマートマニュファクチャリング分野に

関連する国内12の工業会（巻末参照）ならびに経済産業省がメンバー（委員およびオブザーバー）として参画しており、工業

会を横断した国内ではユニークな組織体制となっている。「製造業の動向・将来検討」の活動は、そのような特性を活かして国内

製造業に対し以下の貢献を果たすことを目標としている。 

 スマートマニュファクチャリング分野のステークホルダーへの情報共有、DX化に対する意識喚起 

 工業会に参画している企業への動向や事例などの情報共有 

 工業会の見解を取り入れた実用性の高い将来予測の策定、ならびにそれに基づく標準化項目の抽出、およびそこ

から導かれた標準化方針の関係省庁への提言、政策との連携を視野にいれた協力体制強化 

 上記実施過程における工業会連携の強化 

活動の全体イメージを図1に示す。活動は、①事例調査、②セミナーによる情報共有、③将来予測の検討、の3ステップで進

めていく。本セミナーは②に該当し、将来予測検討をより有効に実施するためのベース作りとして位置付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 DX化がもたらす製造業の将来予測検討の全体イメージ 
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3. 開催概要 

3.1 セミナータイトル 

工業会横断セミナー スマート製造の旅 #3 

 

3.2 趣旨 

デジタル化の波は製造業を含むあらゆる業種に押し寄せている。その力は単なる効率化だけではなく、産業構造や社会

を変える潜在力を持っており、我々はこの力を使って環境問題など多様な社会課題に立ち向かっていく必要がある。そしてこ

れらはもはや個社で対応できる範囲ではなく、産業界での協調の取り組みが必要となる。製造業においてもこの先10年、

30年先の在り方に向けた取り組みが始まっている。本セミナーでは、「他者とのつながり」で価値創出を行うビジネス事例を共

有し、製造業における変革とスマートマニュファクチャリングの可能性を探ることを目的とする。 

 

3.3 主催 

IEC スマートマニュファクチャリング システム委員会 国内審議委員会 工業会横断委員会 

 

3.4 後援（工業会委員会参加 12 団体、五十音順） 

(一社) 情報通信ネットワーク産業協会  (一財) 製造科学技術センター 

(一社) 電子情報技術産業協会   (一社) 日本機械工業連合会 

(一社) 日本工作機械工業会   (一社) 日本産業機械工業会 

(一社) 日本自動車工業会   (一社) 日本自動車部品工業会 

(一社) 日本電気計測器工業会   (一社) 日本電機工業会 

(一社) 日本電気制御機器工業会  (一社) 日本ロボット工業会 

ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会 

 

3.5 対象 

工業会委員会に所属する企業・団体の皆様 

 

3.6 日時 

2023年1月26日 13:00 - 15:00 

 

3.7 形式 

オンライン 

 

3.8 参加費用 

無料 
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3.9 プログラム 

① スマートマニュファクチャリングについて                （工業会委員会 10 分） 

② 特別講演 「グローバルで急加速する欧州発データ共有圏（IDSA／GAIA-X／Catena-X）の動きと日本の製造業

に求められるアクション」 

（JIC-ベンチャー・グロース・インベストメンツ株式会社 40分） 

③ Q＆A、意見交換                             （講演者・参加者  60 分） 

④ アンケートのお願い                            （工業会委員会 10 分） 

 

3.10 特別講演詳細 

① 講師 

JIC-ベンチャー・グロース・インベストメンツ株式会社 

プリンシパル/イノベーションストラテジスト 小宮 昌人  氏（2024/10/1 現在 d-strategy,inc） 

 

② 講演概要 

本講演では、グローバルで急加速する欧州発データ共有圏（IDSA／GAIA-X／Catena-X）の動きを解説する

とともに、なぜデータ共有がグローバルで重要になっているのか、その背景となっている Industry4.0 の次のコンセプトと

しての Industry5.0 の動きなどを解説する。加えて、ドイツ側がいかにデータ共有を実現してきたのか、そこから日本が

いかにデータ連携を行っていくべきかについても提言を行う。データ共有時代に世界でプレゼンスを保ち続ける上で日本

がどのようなアクションが必要か、日本の強み・弱みや、Society5.0 にも触れて提言を行う。 

 

3.11 告知サイト 

工業会横断セミナー スマート製造の旅 #3（ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会HP内） 

https://www.jmfrri.gr.jp/event_seminar/4163.html 

 

4.開催結果 

4.1 参加状況 

① セミナー申込者数 ：150 名 

② 聴講者数 ：132 名（途中退出者含む） 

 

4.2 アンケート 

① 実施期間 ：2023 年 1 月 30 日～2023 年 2 月 10 日 

② 回収率   ：55.3%（申込者ベース）回答者数 83 名／申込者数 150 名） 

62.9%（聴講者ベース）回答者数 83名／聴講者数 132名） 
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質問リスト 

  内容 

Q1 「工業会横断セミナー スマート製造の旅 #3」を聴講されましたか？ 

Q2 工業会横断セミナーの参加は今回で何回目ですか？ 

Q3 【特別講演】「グローバルで急加速する欧州発データ共有圏（IDSA／GAIA-X／

Catena-X）の動きと日本の製造業に求められるアクション」の感想をお聞かせください。 

Q4 講演後の Q＆A、意見交換の感想をお聞かせください。 

Q5 講演や Q＆A、意見交換を含めたセミナー全体の感想をお聞かせください。 

Q6 講演や Q＆A、意見交換を含めたセミナー全体の感想をお聞かせください。（自由記述） 

Q7 本セミナーを人に薦めたいと思いますか？ 

Q8 セミナーでどのようなテーマを取り上げて欲しいですか？（例：脱炭素） 

Q9 本セミナーでは、工業会を横断して国内製造業のステークホルダーの方々にお集まり頂き、

情報共有や議論の場をご提供しています。このような取り組みについて、ご感想・ご意見・ご

要望等をお聞かせください。 

Q10 将来、スマートマニュファクチャリングにより素材など源流から、組み立て加工、最終顧客での

運用までビジネスがつながることが想定されます。 スマートマニュファクチャリングを実践する立

場で貴方の期待するところは何でしょうか？ 

Q11 将来、スマートマニュファクチャリングにより素材など源流から、組み立て加工、最終顧客での

運用までビジネスがつながることが想定されます。 スマートマニュファクチャリングを実践する立

場で貴方の不安に思うところは何でしょうか？ 

Q12 貴社が、貴社の顧客から連携（例：CO2 排出量や製造情報などのデータの提供、企業

間で標準化すべきことや協調領域として議論すべきこと）を要請された場合、どのような課

題が考えられるでしょうか？ 

Q13 貴社が、貴社のサプライヤに連携（例：CO2 排出量や製造情報などのデータの提供、企

業間で標準化すべきことや協調領域として議論すべきこと）を要請する場合、どのような課

題が考えられるでしょうか？ 

Q14 貴方の所属する会社では、DX をどの範囲まで検討されているでしょうか？ 

Q15 貴方の所属する会社での DX の実施状況を教えてください。 

Q16 貴方の所属する会社がカバーする業種を教えてください。 

Q17 貴社の概略売り上げ規模を教えてください。 

Q18 貴方の所属部門を教えてください。 

Q19 貴方の役職を教えてください。 

Q20 本セミナーをどのようにお知りになりましたか？（複数選択可） 
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Q1.「工業会横断セミナー スマート製造の旅 #3」を聴講されましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

Q2. 工業会横断セミナーの参加は今回で何回目ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q3. 【特別講演】「グローバルで急加速する欧州発データ共有圏（IDSA／GAIA-X／Catena-X）の動きと 

日本の製造業に求められるアクション」の感想をお聞かせください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

Q4.講演後の Q＆A、意見交換の感想をお聞かせください。 
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Q5.講演や Q＆A、意見交換を含めたセミナー全体の感想をお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q6.講演や Q＆A、意見交換を含めたセミナー全体の感想をお聞かせください。（自由記述） 

カテゴリ  

動向把握 グローバルな経済社会環境の中で、日本がおかれている状況を認識することができ、たいへ

ん有益でした。 

俯瞰的に状況を理解するのに役立った。欧州に I5.0 の動きがあることを初めて知ったので

有益であった。 

欧州の取り組みが驚異的なものに感じた。データ共有について日本では難しさを感じるが、

前向きに捉えていきたい 

前提知識が少なく、内容を全て理解できたとは言い難いのですが、データ共有に関する世

界の動向について目を向けるための良い取っ掛かりになりました。ある程度データ共有圏の

現状を把握できたので、自分なりにでも今後の動向を追っていければと思います。 

知らない情報があり特に海外企業の動きと日本企業の活路が印象に残り参考になりまし

た。 

欧州ではある程度技術をスタンダードにして運用している事が日本とは大きく違う。 

データ共有が必須になる、など、少し前まで想像していなかった環境になってくるということに

驚きました。同時にセキュリティの問題もさらに大切になってきますので、そこの知識も蓄えて

いきたいと思いました。 

IDSA、GAIA-X、Catena-X の関連を理解することができた。EU のデータ関連規制との

関連についても理解を深めたい。 

データ共有の重要性  データの所有者が勝つ世界やデータを共有しないといけない理由を教えていただき新たな

考え方を持てるようになった。 

データ共有の重要性は理解できた。また、これから日本がどのように対応すべきかについて、

一企業のみでなく、日本全体で方向性を決めて進む必要があることを理解した。ただし、そ

れをするには各企業間の連携が重要になるため、それをどのように実施していくかについて

は、難しそうだとも感じた。 

貴重な情報が聞けたと思いました。しかし、このような共有を行った後、具体的なアクション

をどうするかが重要だとも思います。一社員としての個人ではできませんが、国内業界各所

で手を取り合って、世界と戦っていける（不利にならない）環境をスピーディに作らなけれ

ばならないと感じました。 

講演内容に対する要望  MSTC の IAF における活動を紹介して欲しかった． 
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大きな流れから、日本の立ち位置や今後の展望が予測出来る形でよかった。Society 

5.0 の活動の比較や連携などもあればよかったと思いました。 

内容はもう少し絞ってもよいので、素人にもわかりやすく、説明をいただけるとありがたいで

す。説明のスピードも速く、専門用語も多かった。 

もう少し具体例があると良かったと思います。様々な面での「対象」が正確に理解できたの

か不安が残ります。 

今回のように、さまざまな工業会が参加し横断的に意見交換できる場というのは大変貴重

に思います。ただ、一企業でどういうことから取り組んでいけば良いかという具体例とかの提

示が欲しかった。 

中小企業、非大企業が講演でしめされた潮流に対してどうアプローチすべきか、という見解

を伺いたかったです。国内の仲介者を介して、繋がるしかないのでしょうか。直接つながらな

いと、システム仕様上の制約や、コストの点で、少し不利な状況で競争するしかないように

見えましたので。 

工業会を主語とした議論が多く、もう少し製造業エンドユーザー視点の議論もあって良いと

感じた。 

事務局への要望  資料に、メモ書きなどを書き込みたい、という都合上、極力前持って資料を共有いただきた

いです。欧米が、ドラスティックな改革を行うに至る土壌が何で、日本が 30 年の停滞を抜

けるために必要な根底の変革は何か、といったご意見も伺いたいです。 

質疑応答の際など映し出す資料がない場合は、ファシリテータや質問者はカメラをオンにし

てもよいのではないか。名前が羅列した画面だけが映し出され声だけが聞こえるのは無味

乾燥な印象を受けました。 

・講演内容は興味がありました。内容はとても濃いと思いました。・他方で、残念な点とし

て、講演スライドの説明が早く、説明についていけない部分が多くありました。事前知識が

少ないなか、配布資料がない状況で、説明が早く、もう少し丁寧に説明して欲しいと感じま

した。 

あまり予備知識のない状態で受講したこともあって、講演の内容についていけない部分もあ

った。事前に資料を目を通しておけるようになるとありがたいです。 

説明のスピードが早く、話についていくのが大変でした。事前に資料をいただけていれば、よ

り理解しやすかったように思います。 

質問者に対し、事務局側がある程度制御する必要を感じました。予定時間で終了してい

ただきたい。 

日本の方針提案  日本の製造メーカーが設計や製造も含めて海外各国で事業展開するボーダレスエコノミー

において、上流サプライヤーや下流サプライヤーとのデータ共有の仕組み（データスペース）

を国という枠組みで捉えて、ドイツ欧州勢に対抗する(?)かのようにアジア経済圏で日本が

リードすべき（最後のチャンス?）という考え方が、日本の製造メーカーに具体的にどのよう

な価値をもたらすのか。データ共有の仕組みが必要なら、ドイツ欧州勢に日本も加担して、

少なくても G20 共通のデータスペースを一緒に作り上げるべきではないでしょうか。 

欧州がデータ標準化で世界に先駆けたことでデータを握られてしまうような危機感が鮮明だ

った。しかしながら、データを握るためにはソース（情報元）が重要で、例えば工作機械の

ＣＮＣ市場や設備搭載のＰＬＣ市場などのデータの発信元は、ASEAN では日本製品

が牛耳っているため、今後欧州も日本にすり寄ってこないと、データベースとして完成しない
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と思う。その際、工業団体が Edgcross や Field に呼びかけ、標準インターフェイスを国と

して搭載させ、欧州に提案するなどの方針が必要だと思う。 

インダストリ５.０(人間中心、持続可能、回復力)と欧州の動向の関連が分かりにくい。

欧州の動向の話は、インダストリ４.０の延長もしくは、インダストリ４.１程度のモノでない

のか？この程度の流れで、5.0 とするのは、無理やり、欧州発の流れをつくろうとする意図

が透けて見えるような気がする。日本の工業会が流れをつくるのは、無理。利害関係が、

交差する市場に日本国（官民学）がどうこうするというよりも、個別の商談で対処すべきと

考える。 

その他  アジアでのデータ連携プラットフォームを日本が主導すべきとのお話は参考になりました。た

だ、実現させるためには、個社では不可能であり、内閣府、外務省、経産省、総務省、デ

ジタル庁など政府機関や業界団体との連携や、補助金が必要だと思います。それに対して

具体的な施策やストーリーがあれば是非ご教示ください。 

カーボンニュートラルに向けた製造業のデジタル化で貢献すべき部分の検討をしており、勉

強になりました。 

欧州とアジア・日本の動向が詳細に分かり、有意義なセミナーを受講させて頂きました。あ

りがとうございました。 

「製造」がテーマでしたが、販売（営業）にも活かせる考え方のヒントを得ることができまし

た。とても有意義な講演でした。ありがとうございました。 

スマート製造に関する自分自身の知識不足もあって、すべての文脈を理解することができま

せんでしたが、たいへん参考になりました。ありがとうございました。 

情報自体は既知の内容が多かったものの、説明の仕方や切り口は非常に分かりやすく参

考になりました。 

欧州の状況を知る上で非常に有効なセミナーだったと思います。 

動向がよくわかりました。 

全体として講演から意見交換含めて進行も円滑であり非常に聞きやすいセミナーであった 

初めて聴講させていただきましたが、大変有意義な情報を提供いただき感謝します。引き

続きインダストリー5.0 の国外・国内動向をウォッチングして、今後我々が取り組むべき方向

性を見出していきたいと考えます。 

ありがとうございました。 

今回のようなセミナーを引き続き実施していただけると幸いです。 

海外動向を踏まえた日本の立ち位置を俯瞰的に捉えることができ、有益だったと思います。 
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Q7.本セミナーを人に薦めたいと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPS(ネットプロモータスコア) 推奨者―批判者=23.0-31.1＝-8.1 

 

 

Q8.セミナーでどのようなテーマを取り上げて欲しいですか？（例：脱炭素） 

 

カテゴリ  

脱酸素  脱炭素，カーボンニュートラル，データスペース等を取り上げていただければと思います． 

脱炭素サステナビリティ 

・デジタルツイン 

・脱炭素 

脱炭素ソリューションとそれが本格的に導入される時期について言及してくださるセミナーを受講したい

です。あとは関連する法規制の動向も知りたいです。よろしくお願い致します。 

正に『脱炭素』を取り上げて欲しい！ 

脱炭素のホンネ議論されていることの半分くらいは、欧米経済圏に資本を還流させるための方便であ

るような気がしてならない。 

カーボンニュートラルに関連して、水素利用の状況について（インフラ・規格整備状況）など 

サプライチェーンのレジリエンスや脱炭素に向けた評価方法 

カーボンニュートラル、再生可能エネルギーに関する活動や最新技術、各国の対応と日本の立ち位置

など 

脱炭素と循環経済 

脱炭素、セキュリティ規制、AI 規制 

・カーボンニュートラル 

・エネルギー施策等 

カーボンニュートラル 

脱炭酸と国際情勢の最新情報について取り上げて頂きたいです． 

脱炭素 
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脱炭素の、一次産業の現場や、材料開発について。根本的に資源循環をするなら材料そのものの

循環が必須のはずだが、脱炭素できくのは、情報化による状態把握についてのみ。情報化による利益

を受けるために、より複雑でコストのかかる方向に誘導しているようにも見える。循環型社会のゴールへ

のロードマップにおいて、現在の脱炭素の位置づけを確認したい。 

脱炭素、サステナブルについても、何を実施すれば良いか等実例を伴って提示いただけると参考になり

ます。 

脱炭素に関するデジタル技術(Green by Digital)のニーズ、シーズの動向 

脱炭素への取り組み 

国内外の脱炭素の取り組みの中で、日本の方向性と欧米の方向性の違いや、東南アジア諸国の動

向など。 

脱炭素、水素 

カーボンニュートラル等に向けたデータ基盤連、Industire 4.0 との関係など 

データ連携  ・製造業のサプライチェーンのインダストリー4.0/5.0 

・製造業のサーキュラーエコノミーの課題 

・製造業のデジタルプロダクトパスポート（欧州の取り組み） 

IoT や DX の具体的な取り組みの紹介など 

サプライチェーンや ERP とスマート製造の連動性 

具体的なテーマを挙げることはできないが、一企業単体で実施するのが難しく、各企業間で連携して

実施すべきテーマなどがあれば取り上げていただきたい。 

データ連携と CASE の領域とのクロス分析 

GX  GX における世界の取り組みについて 

グリーントランスフォーメーションの技術に関して(海外の動き) 

グリーン調達、グリーン購入についてテーマにならないでしょうか？ 

セキュリティ  サイバーセキュリティ―対策 

第 5 次産業革命の世界では全てがネットワークに繋がっていくと思いますが、その際のセキュリティリスク

が気になります。 

セキュリティについて 

ユースケース／事例  製造業について海外での進んだ取り組みの紹介。製造 DX、EV シフト、省エネ、脱炭素など。 

VR や AR を活用した事例、DX 等 

スマート製造や工場の実例 

環境問題  サーキュラーエコノミー 

リサイクルについてを希望します 

その他  製品計画・設計段階からの排出量予測。デジタルツイン（設計）データから排出量管理。 

半導体 

概略のセミナーは多いので、具現化する上での実践的な内容のガイドセミナーがあるといいなと思いま

す。 

Manufacturing-X に関して情報が知りたい 

計測制御に対する工業会横断の具体的なニーズ 

中国データ三法関連の最新動向 
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自動化 

スマートシティー 

協調安全 

LCA・カーボンフットプリント、資源循環（プラスチック等）・エネルギー問題・レアメタル、新興国の動

向・規制（インド、東南アジア等）、物流の最適化、電気自動車・車載バッテリーの動向 

自動化関連国際規格の動向 

グローバルな標準化対応 

自動車 EV 化後の各種製造業界の変化について 

社会情勢の推移。 

半導体業界の国内情勢 

米中分断などの非定常への対処． 

 

 

 

Q9.本セミナーでは、工業会を横断して国内製造業のステークホルダーの方々にお集まり頂き、情報共有や議論の場をご提供し

ています。このような取り組みについて、ご感想・ご意見・ご要望等をお聞かせください。 

カテゴリ  

意見交換 個々の工業会は専門性に特化しがちなので、横断的に情報交換できる枠組みは有用だと思います。 

工業会横断で情報共有や議論ができることはこれまでには考えられなかったことなので、良い取り組みだと

思います。 

ドイツでは、メルケル政権時に横断出来る横串を政府主体で行なっていましたが、日本では国主導も難し

いところもあるかと思いますので、横断的な取り組みは非常によいと思っています。 

工業会を横断しての取組は有用だと思うので継続して欲しい。 

各団体の取り組み等がわかり取組としては面白いと思います。 

協調領域として議論すべき内容が増えてきており、有意義だと思います。 

急遽前知識もなく初めて横断セミナーに参加したため戸惑ったが、セミナー終了時に意義は感じた。グロー

バル企業以外の日本の産業界を守り生き残るためには、知識やトレンド、情勢についての共通知識を得る

機会になって良いと感じている。 

対面で活発な議論、意見交換ができる場があるとよい。 

サブライチェーンを構成する複数の業界で共通の課題を議論することは重要だと考える。 

製造業全体にとってとても有意義な取り組みだと思います。どうしてもお互い遠慮しがちになるので、講演無

しでのフリーセッションなんかをやってみてもいいかもしれないと思いました。 

一業界では解決できない社会課題が増えている中、このような議論の場は必要不可欠と考えます。 

工業会横断の場は重要だと思います 

各産業での課題やその取り組みについては、共通するものが多いのではと感じております。横断した情報共

有の場を、これからも宜しくお願いします。 

社外有識者の方のお話を聞ける貴重な機会と考えます。 

提案  Q&A の時間で他の工業会団体の方々からもご意見をお聴きして、多面的にテーマに対する意見が出ると

もっと良いセミナーになるように思います。 

とても良い取り組みと存じます。ただ聴衆と話す内容のレベルはあっているのでしょうか。あの場の聴衆には、

入門者、技術専門家、経営者層の 3 種が居たように思えます。 
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I4.0 や Society5.0 など個社では実現できない世界であり、工業会のステークホルダーだけでなく政府の

方のキーマン（力のある方）もしっかり巻き込んで、日本の取るべき政策にしっかりインプット＆反映して欲

しい。 

有意義だと思います。ヨーロッパでは技術開発も行っており、日本はその結果を輸入しているだけです。グロ

ーバルでのポジションを維持するために、積極的な業界のロビー活動が必要だと思っています。 

非常にいい試みだと思います。それぞれの工業会が特色を出して、こういう取り組みをしているなどを示してく

れるとより参考になるかと思います。 

事前に資料配布されると より理解度が増すので 出来れば 事前配布を検討頂きたい。 

良いとは思いますが、参加されている企業のレベルが大企業に近いと、そのレベルでの議論になってしまうの

で、下のレベル（中小企業）も考慮した議論がされるとなお良いと思います。(日本では企業の 99.7%が

中小企業と言われているため） 

賛同します．国内製造とベンチャー企業が協力した取り組み等の事例も伺いたいと感じました． 

動向 業界の動向を知ることができ、たいへん有用と思います。 

その他  とても良い取り組みと感じます。 

素晴らしい！ 

大変重要なことと考える。 

有益な機会だと考えています。 

色々なケースのお話が聞けると予想されるので、良い取り組みだと思う。 

良い取り組みだと思いますので、今後も継続してほしいです。 

新興国の台頭が著しい中、オールジャパンとして競争力強化していく必要があると考えています。このような

取り組みは非常に重要で、今後も是非続けていただきたい。 

取り組みは良い．横断を使って攻めて欲しい． 

大変良い企画と思います。 

いいと思います 

今後とも宜しくお願いします。 

共通の問題に対して、各社でどのように考えているのか知ることができるので、良い機会だと思います。 

工業会横断の情報共有・議論の場は非常に貴重ですので、今後も発展的に取り組みいただけると幸いで

す。 

他企業の意見を聞くことができるので、参考になった。 

とても良い取り組みだと感じます 

大変有意義な活動だと思います。世界標準や最先端技術、法規制など横断的な切り口での専門家や学

術による講演や討議がよいと思います。 

非常に良い取り組みと思います。 

非常に良い取り組みであると思います。 

欧米の状況を踏まえ国内でどのように展開できるかを聴くことができ参考になります 

オンラインなので、全国の産学企業で参加し易くなったと思います。 

良い取り組みだとは思うが、無理やりトレンドをつくる必要もないし、その流れに迎合する必要もない。 

初めての参加でしたので取り組みについて理解が足りていません。取り組みとして続けて頂けると良いかと思

います。 
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今回、急用にて出席出来までんでした。次回セミナーが有りましたら是非参加をしたいと思いますので御案

内をお願い致します。 

情報共有の先、具体的なアクションプランを立て、それを各社どのように参画していくかまでできると良いです

ね。 

 

Q10.将来、スマートマニュファクチャリングにより素材など源流から、組み立て加工、最終顧客での運用までビジネスがつながること

が想定されます。 スマートマニュファクチャリングを実践する立場で貴方の期待するところは何でしょうか？ 

カテゴリ  

価値向上  これまでは部分最適だったものが、全体最適が可能になることで、各工程でのデータ取得と分析が重要に

なり、弊社のソリューションが貢献する機会が増えること。 

デジタルツインの相互運用性が担保されて、実用的に情報交換に活用されている世界が速く実現すること

を期待します。 

設計の視点からは、製造業のデジタル化が進むことで、納期調整、品質管理、サプライチェーン管理、諸

規制への適合(カーボンフットプリント)などに要する時間が削減され、製品への価値作り込みに費やせる時

間が増え、それを実行するハードルが低くなることが最も大きなメリットだと思います。 

リードタイム短縮や製造コスト削減による、製造業各社の経営基盤強化への寄与と、製品の機能・品質

の向上や短納期化による顧客満足度の向上 

サプライチェーンを含めたライフサイクルの強靭化 

当社は製造、販売、メンテナンス業を一貫しておこなっていますので、製造過程から部品一ずつの追跡タグ

を設け、製品に載せて市場に投入してから故障・交換されるまでのデータを収集して、故障予測やユーザ

様への事前交換提案サービスなどに繋げていければと考えます。 

SC や ERP とスマート製造の動的連携、サプライヤーやリセラーなどとの動的な生産管理連携 

全てが繋がることが当たり前になれば、様々な無駄を無くしていけると思っています。単純な生産設備の稼

働率上昇というだけではなく、生産設備を売る側としてのメンテナンス性の向上や異常検知・解消の自動

化を期待します。 

ユーザーが求める製品をカスタマイズで受注～出荷までを簡単にできる仕組み 

サプライチェーンのつながりによる効率化の推進がインテグレーションビジネスとしての提供価値につながること 

データ共有  相互運用性とデータ主権の確保されたエコシステムの構築 

データの繋がりやすさ(規格化含め)とデータ共有の幅広さ。どれでも繋がる世界。 

グローバルなサプライチェーンを横断するデジタル化の仕組み 

設計に含まれる技術を隠蔽した情報交換手法。 

CN との連携 

即時データ連携 

競争力  海外企業と比較して技術的・経済的な優位性・競争力の確保 

日本の産業競争力の向上 

・「直近の技術の動向」「中長期の技術の動向」を適切に取り入れ、持続的な競争力の維持を図る方法

とは何かを知ること・・フレンドショアリングの動向 

効率化  色々な企業が参入することで競争が発生し、機能アップやコストダウンが発生すること。 

工程を効率化していくと同時に人的ミスが減ること。 

時間やエネルギーを含めた資源の効率的な利用による快適な生活 
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労働力の減少への対策、および、効率化による社会的コストの減少。 

つながることによる効率化（中間コスト、リードタイム）。状況の顕在化による対応力向上。半面、つなが

るための情報開示と競争力確保のための知財権保護など背反に対する仕組みづくりや法整備が課題と

考える。 

標準化 

 
 

現在，サプライチェイン毎に進んでいるスマート化において，複数の顧客を持つ企業は対処に苦しんでい

る．ここは，これまでの日本の実績を活かした国際標準化に邁進して欲しい． 

データのユニバーサルな共通プロトコル 

政府もバックアップを後押ししつつ、他国とも共有できるシステムを展開できたら良いと思います。国内だけ

盛り上がるガラパゴスといった状況は、将来的にビジネスとして成り立たないと思います。ニュースタンダードは

世界各国で受け入れられる内容で是非、お願いしたいです。 

データの活用によるスマート化に向けた標準化、データの取扱いのガイドラインなどの整備。 

企業間格差  体力のある会社が取り組み、実践すればよい。 

今までと同様大手だけで、中小はついてこれないイメージ。コンセプトだけにならないような地に足の着いた

話も必要。 

一概に「スマートマニュファクチャリング」と言っても，企業のレベルによって出来る/出来ないがあると思うの

で、幅広いスマートマニュファクチャリングの考え方や、その広がりを期待します。 

日本では中小企業でも入り易い環境、システムが必要になると思います。 

分析  どのような効果が得れるのか等の将来動向予測をまずは掴むことができれば嬉しく思います。 

最終顧客のニーズや課題が知ることができ、製品に反映できること 

各工程での問題点などに対し、見える化、分析等を容易に実施可能となること。また、自動化できる分野

が拡大すること。 

イノベーション  技術ニーズも上手く共有できれば、イノベーションの活性化につながるのでは？ 

ものづくりやビジネス形態が変わることで、自社の売り上げに貢献する新たなサービスや製品などが生まれる

ことを期待している。 

その他  製造現場の一次データ活用に基づく経営指標の向上の実現 

人間がすべき仕事に集中できることです。でも、データをハンドリングできる基盤を整備するための仕事が増

えるだけの状況に陥るかもと危惧しています 

スマートマニュファクチャリングをサポートする立場ですが、企業間の連携にメリットがある仕組み作りが一番

大事なのではないかと考えています。 

真のスマートマニュファクチャリング実現のために、つながることのできる場、および 自社技術の特徴に基づ

き競争力ができる場の醸成 

弊社は工作機械メーカなので一つのツールとして顧客のプロセスに食い込むと考えると、高度なセンシング

や AI 技術などを組み込んでも工場全体の１部にしかなり得ない可能性が高いと考えています。それが強

みとして我々だけが選ばれ続ければいいのですがセグメントによっては得手不得手がありますのでそうはいか

ないです。そういった意味では顧客がやろうとしている取り組みに対して、各社がシームレスに繋がれるプラッ

トフォームが作られるのもいいのですが、それが素早く導入でき競争に入れるようになると日本の産業全体

にメリットがあるんだろうなとは思いました。 

現時点ではコンセプトのみが先行しており、具体的な製造者やユーザが享受できるメリットが見えにくい。ケ

ーススタディを通してスマートマニュファクチャリングの目的や実現方法についての議論が必要だと感じる。 

ビジョン、コンセプトだけでなく具体的な運用、実践 

一人一人が全体を見通せる力をつけていくこと 
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そこまで考えが及んでいません。 

Case Study の中心に聞きたいです。立場と言えば、スマートマニュファクチャリングは企業によって様々な

様子で発展して行くことが予想されるので、Customization の技術が重要だと思います。 

通信手段としては 5G/6G の無線が必須。工場内外で統一されたセキュリティを確保したい。 

実践する立場にないので回答を控えます 

国内の生産力が、中国、台湾などに対等出来る力を持つこと。 

日本の労働人口減少へのカウンターとして期待します． 

インダストリー4.0 のように、ヨーロッパは安全規格なども抱き込んで、自分たちが競争で優位に立てるよう

動いております。日本も産官学連携等を進め、スマートマニュファクチャリングが何者かということをもっと広め

るべきではないかと思います。 

想定する状況となった際、欧州が先行する取り組みが社会に実装された際、日本が大きく不利とならずに

競争に挑める土台となること。 

新規ビジネスチャンスがあることを期待しております。 

 

 

Q11.将来、スマートマニュファクチャリングにより素材など源流から、組み立て加工、最終顧客での運用までビジネスがつながること

が想定されます。 スマートマニュファクチャリングを実践する立場で貴方の不安に思うところは何でしょうか？ 

カテゴリ  

セキュリティ  データ共有に伴うノウハウ等の流出リスク。 

それは，セキュリティ，そして人財． 

意図しない競合他社への情報漏洩（サプライヤ経由、顧客・商社経由...）データ交換項目の頻

繁なアップデートに対して、中小企業が追従できないケース 

サイバーフィジカルにおける安全確保、セキュリティおよびプライバシーの侵害、一部業者による買い占

め、など安全とセキュリティがデジタル化の深化には必須だと思います。 

セキュリティとデータ主権の欠落 

セキュリティ・データ流出。 

セキュリティリスクや各国のデータ規制への対処 

スマート化のために必要な情報開示と競争力確保のための知財権保護の背反に対する仕組みや

ルール、法規制の整備。 

データの統合と企業の秘密 Knowhow 間の Trade-off が不安です。 

意図しない情報の流出とその悪用 

セキュリティ。 

工場内セキュリティの確立、特に古い設備への対策 

データ主権、セキュリティに関する問題の解決方法 

情報漏洩や日々のシステムメンテナンスです。 

競争激化  世の中のためにはよいことかと思いますが、業界の中でさらに競争が激化することになるかと思います。 

欧米、中國等のスピード、世界市場シェアなど 

国内はまだまだ一品一様で繋ぐのが多く、これからデータで勝負する世界が来た時に厳しくなると思っ

ています。 

日本企業が協調領域を競争領域と捉えて二の足を踏むことで、欧州勢や新興国に出遅れること。 
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投資対効果  投資に対する費用対効果が心配。日本が海外より出遅れ少子高齢化も進んで、ものづくり力が低

下する事が心配。 

導入時の費用対効果。業界標準となるデータ交換方法。 

例えば、ビッグデータ収集システムを構築したものの、その初期投資費用に見合った額が、メンテナン

スやサービスから回収できるのか見当がつきません。 

コストへの影響。 

データ共有  即時データ連携 

いままでアプリをつなげるための仕事が多かったですが、データを意味的につなげる基盤の整備が必要

になることです。だれかがやらないといけないですが、エンジニアにとってはあまりやりたくない仕事です。 

独占／寡占への懸念  ビッグカンパニーの一人勝ちのなる可能性が高いところ 

大企業目線での考えで進められてしまうのではないか.... 

資金力のある企業による寡占 

標準化 世界の国々で相互運用性のないデータスペースが乱立し、互いにつながらない世界となること。 

装置ごとにバラバラなデータ形式 

その他  データ利活用のケイレツ化 

ビジョンやコンセプトで止まっている 

ハードからソフトへの転換についていけるか 

他国のシステムに乗っかるような形で、国内に利益をもたらさないような状況にならないか不安です。 

日本は企業毎、系列毎に閉じてしまっており、本当にサプライチェーン全体でビジネスがつながる世界

が日本で実現できるのか、欧州や中国などの他地域に遅れずついていく・先行することができるのかと

いう不安 

まだうまくいくイメージがわかない 

自動化 

その流れに乗らないと排除されるという運用は、避けるべき。 

回答するだけの知識を持っていません。 

ふたを開けてみると最適化の余地がないケースが多くて、スマートマニュファクチャリングが飽きられてし

まうこと。 

装置メーカー、素材メーカー、部品メーカー、ユーザー企業、消費者が一つの方向を向き、国として

一丸となって成長するための行動指針を示す（国民の間のコンセンサスを醸成する）必要がある。 

お客様が「繋がる」という点にどこまで理解を示してくれるかが心配です。情報を共有する上での不安

要素をどこまで取り除けるか、情報を共有することによるメリットをどこまで創出できるかが重要だと考

えています。 

実践する立場に無いので回答を控えます 

企業の競争優位性をどう作っていくのかが悩ましいです． 

申し訳ないですが、不安な部分が想像できていません 

製品ごとに立て串の組織になりすぎる危険性があること 

・「直近の技術の動向」「中長期の技術の動向」を適切に取り入れ、持続的な競争力の維持を図

る方法とは何かを知ること・・フレンドショアリングの動向 

スマートマニュファクチャリングをサポートする立場ですが、先述の通り、企業間連携が最もハードルが

高く、そこをブレイクスルーできるかどうかに不安があります。 
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今までと同様大手だけで、中小はついてこれないイメージ。コンセプトだけにならないような地に足の

着いた話も必要。 

具体的な目的、目標、仕様、メリット、デメリットが明確になってない点 

 

 

Q12.貴社が、貴社の顧客から連携（例：CO2 排出量や製造情報などのデータの提供、企業間で標準化すべきことや協調領

域として議論すべきこと）を要請された場合、どのような課題が考えられるでしょうか？  

カテゴリ  

データセキュリティ  データ利活用の範囲などに関する SLA の妥当性検証や、SLA 遵守を監視・証明するうえでの

Audit Trail の仕組みづくりに工数を費やす懸念あり。 

相互に見えるデータと見せたくないデータの選別が容易でない場合は進まない 

技術の流出 

データ提供する場合は特許などの知財権を取得したのちになる。自社の強みがなくなり、コモディテ

ィ化し、コスト競争だけになる。 

情報の機密性。どこまで共有する必要があるのかなど。 

自社機密情報の保護、開示情報の完全性・真正性の保証 

データ提出可否判断や、提出可能形式への変換処理実装。 

機密に関わるデータをどこまで出してよいのか 

製造情報についてコンプラアイアン・セキュリティー面で情報公開範囲がどこまで開示可能か社内検

討・コンセンサスが必要 

情報の守秘・利用範囲の明確化とその厳守・徹底 

セキュリティ。ビジネス性。 

公開可能な情報と秘匿情報の選別、標準化の検討範囲の定義と妥当性の検証方法 

まずは秘匿性のあるデータかどうかを判断する材料が難しいと考えています。専門が制御ソフトなの

であまりうまくは言えないですが、共有を求められているデータをオープンにすると不利益になる事が

有るのでは？と想像してしまい拒否することが想像できます。やはりルール作りで企業間毎に取り組

みに差が出ないようにしてほしいかと。 

提供できるデータとそうでないデータの扱い方や、セキュリティ対策など 

データ品質  世界的に認められる基準に従って正確なデータを示せること。専門知識を持つ専任者の確保。 

社内のデータのうち共有可能な部分を抜き出してデータ形式を顧客指定のものに変換する作業に

手間がかかりそうなので、なるべく簡単に行えるようにしたい 

データフォーマットや権利周りに課題があると思います。技術的にデータを共有することはできても、

現状ではどのような形式でどうやってデータを共有するか、から決めていかなくてはならず、実現まで

に時間がかかります。セミナーで紹介されていたようなデータ共有圏やコネクタを用いることでこれらの

課題は解決しそうだと感じました。 

データの品質と開示範囲です。 

適切な評価方法の確立が必要。（昔の自動車の燃費基準のように、実体とかけ離れたデータを

共有しても意味がない） 

顧客によって要求されるデータの水準が異なり,各社対応になること。-協調できる領域が各社の最

大公約数と考えた場合,業界内に競合企業が多いために,最終的に協調領域がほとんど残らない

場合があること。-自社内での標準化が十分に進んでいない企業が標準化議論に参加する場合

の,意見のすり合わせの困難さ。 

標準化  標準化 
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データの標準化 

機器、プログラミング言語の標準化 

データの標準化 

標準化に時間がかかること 

顧客からの標準化要望を受ける窓口と標準化に携わる活動家との距離が心配。 

話の中でも触れられていましたが、ある会社は特定の工場は除いたデータなど、データの内容（対

象）にバラツキがあると、全然意味のないデータとなってしまいます。こういったことは標準化等を行

い、同じ土俵で比較できるようにする必要があるかと思います。 

データ形式の妥当性。標準化された基準や形式があるのか等。 

一つの製品の CO2 排出量を求められた場合、自社の製造工程に関しての排出量はカウントが

比較的容易であるが、外注製作部品の場合も同じ方法でカウントする必要がり、これは親請、子

請、孫上請と延々とサプラチェーン全体に広がるので、算出方法を統一する規格が必要と考えま

す。 

組織環境  前例がない取り組みに対する組織としての動きの遅さ 

データ収集、提供のための組織、情報システムの整備 

社内システム連携 

何が要求されるかも分かってない現状では準備(組織作り等）が出来ず、対応が後手に回る。 

社内調整だと思います． 

人材  ノウハウ・人材の不足 

Give and Take になっているか？ 共有された情報のオープン，クーロズ戦略は？そして，何よ

り全体を支える枠組み，人材の不足． 

課題（リスク）やメリット/デメリットを検討できる専門的な人材がいないこと。つまり千差万別＆多

種多様なデータに対してきちんと判断できる人がいない事が課題。 

マンパワーの問題ですが、CO2 カウントだけでなくデータ収集して他社との連携を図りながら開示す

る等の業務に専念する人材が必要となるが、小企業になるほど人材の割り当てが難しくなるのでは

ないでしょうか。 

データ共有  まずは顧客の工場データを取る仕組みや連携出来る IF から定義となると思うので、ここを行うのに

時間を要する可能性があると思っています。 

社内で各部をまたぐような情報を統一するシステムが未熟だと思います。特に CO2 設計はまだま

だ始まったばかりだと思います。測定基準などが規定化されているのでしょうか？ 

測れないことだと思います。センサがない 

投資対効果  リクエストに従って、協調対応をしてゆくことになると思うが、新規の要請に対応する費用を受け入

れてくれるか否かが課題となる。ある程度受け容れてくれないとすれば、参画する意味がない。いず

れにしても費用対効果をどう判断するか？にかかってくる。 

データ連携基盤の構築への投資とリターンの見える化 

評価方法  製品毎の排出量の算出基準。 

実際の CO2 排出量算出が容易ではないこと 

その他  実践する立場に無いので回答を控えます 

二酸化炭素排出削減の取り組み内容 

例えば CO2 排出量は国によって敏感さが違うため、顧客との温度差がある可能性があること 

技術的に対応可能な範囲で進めるしかないと考えています 

欧州データスペースやその汎用アプリの利用に不安を憶えて、その判断に迷いが生じること 

協調領域と競争領域のすみわけ 
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Q13.貴社が、貴社のサプライヤに連携（例：CO2 排出量や製造情報などのデータの提供、企業間で標準化すべきことや協

調領域として議論すべきこと）を要請する場合、どのような課題が考えられるでしょうか？ 

カテゴリ 
 

ステークホルダ間の調整  積極的にご協力いただけなかったときの対応 

小社要件通りのデータが集まらない 

情報をどこまで出してもらえるかが課題。 

自社としてのビジョンと業界団体の標準化の方向性が固まっていなければ、サプライヤへの要

請が中途半端になったり、的外れになったりする。 

どこまで行うのか、どこが賛同するのか、ワーキンググループがあるのか、該当ジャンルの企業が

全てが入らないと意味がないのではという課題があるかと思います。 

自社にとって必要なデータの絞り込み,サプライヤ企業とのコミュニケーション手段の決定-競合

他社との違いの把握,業界標準の作成-法令,規制,海外の標準との関連 

企業体力的に提供できるか否か。使用条件で変化する数字などは、各サプライヤの得意な

領域が存在すると思われ、それを正当に評価できる指標・方式の確立 

製品毎の排出量の算出基準。 

お互いの会社間で異なるシステムを使用している場合、インプットとアウトプットのフォーマットが

統一されていないといけないかと思います。これが各企業ごとに設定されると非常に時間がか

かるので、ある程度統一されるかと思いますが、そうするとそのデータをスピーディに更新できる

か、セキュリティは担保できるかなど、問題が多く発生すると思います。 

例えば CO2 排出量は国によって敏感さが違うため、顧客との温度差がある可能性があるこ

と 

中々一企業でこういったデータ提供を求めたところで、対応できない等の答えが返ってくるだけ

だと思います。例えば中小企業とかであっても、簡単に（無料で）データ登録、活用できる

仕組みが必要かと思います。 

データセキュリティ  セキュリティーの確保、契約の締結（特に取引量が少数な場合は煩わしい） 

製造情報についてコンプラアイアン・セキュリティー面で情報公開範囲がどこまで開示可能か社

内検討・コンセンサスが必要 

セキュリティ対策や情報漏洩対策、サプライヤのシステム構築（特に予算とリソース） 

自社機密情報の保護、開示情報の完全性・真正性の保証といった課題について、サプライ

ヤに対しても安心感のあるしくみを提供すること。 

情報の守秘・利用範囲の明確化とその厳守・徹底 

情報管理など 

セキュリティ対応。 

コスト  CO2 排出量削減努力できる領域があるか、投資余力があるかです。 

(2) 中小企業の場合は、デジタル化に投資できる財源が限られると思いますので、安価に利

用できる XaaS サービスのようなものが必要かと。 

コスト負担をどう分担するか。 

相手先の資金，人材，技量の問題．そして，自分のところの資金，人材，技量の不

足． 

データ品質 データの真正性の保証方法、開示要求可能な情報の範囲の調整 
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データの妥当性。提供されるデータが世界的に見ても妥当なものなのかどうか。(その企業独

自のもので汎用性が無いものは可能な限り避けたい。) 

提供されるデータの精度、真正性の確保。 

データ主権  データ主権とインセンティブの確保 

サプライヤにデータ提供のメリット（対価）をしっかりと説明する必要がある 

連携したことで何ができるのか、明確なメリットを提案する必要があると思います。データを提

供してもらったことで、どんな価値を提供できるかを考え、データを提供するリスクもできるだけ

取り除かなくてはいけません。 

標準化  データのフォーマットや属性などがバラバラ 

・原単位の統一化・データ取得方法などの標準化 

標準化 

その他 工数の増加に対する理解 

そのような立場になく、適切に回答できません。 

どこまでを共有すべきなのかよくわからない 

実践する立場に無いので回答を控えます 

生産に対する自身の知見が乏しく、具体的に回答できない。 

明確な目標設定，測定方法がわかりません． 

必要性がまだわからないと思います 

サプライヤー側のメリットを どのように提示できるか。 

マンパワーの問題ですが、CO2 カウントだけでなくデータ収集して他社との連携を図りながら開

示する等の業務に専念する人材が必要となるが、小企業になるほど人材の割り当てが難しく

なるのではないでしょうか。 
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Q14.貴方の所属する会社では、DX をどの範囲まで検討されているでしょうか？  

 

 

 

Q15.貴方の所属する会社での DX の実施状況を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q16.貴方の所属する会社がカバーする業種を教えてください。 
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Q17.貴社の概略売り上げ規模を教えてください。 

 

 

Q18.貴方の所属部門を教えてください。 

 

 

Q19.貴方の役職を教えてください。 

 

 

Q20.本セミナーをどのようにお知りになりましたか？（複数選択可） 
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５.セミナー当日のQ＆A 

 

No. Q&A 
1 [質問]日本国内では、「インダストリー4.0とは、データを集約すること」という認識があるが、正しいか？  

 
[回答]データの集約にとどまらず、サイバーフィジカルシステムを実現させてビジネスを広げていくことが本質。これにより
マザー工場のノウハウを新興国の工場に迅速に展開する、といったことが可能となる。 

2 [質問]ドイツにおいて、インダストリー4.0はメーカーが中心となって動いているように見えるが、お客様の期待や反応に
ついて、教えてほしい 
 
[回答] デジタルのソリューションを提供する側と使う側が一体となってきている。たとえば、フォルクスワーゲンやシーメン
ス等は、自分たちの製造ノウハウやサプライチェーンを他社に外販する、といったことを進めている。日本企業でもいくつ
かそういった事例が出てきている。 

3 [質問]現在策定が進んでいる欧州データ法案とIDSAにどんな関係があるのか？ 
 
[回答]欧州委員会とIDSAが密接にリンクしながら進めている。法規制とセットになっており、ここが重要な戦略 

4 [質問]製造業がサービスビジネスに展開していく際、売り上げが下がる懸念があるが、どうすればよいか？ 
 
[回答]サービス化を進めると単価が下がり、デジタル化を進めると単価が上がる。これをフィッシュカーブと呼ぶ。PFで
儲かるのではなくPFでお客様のニーズを集める、といった経済圏を先に作り、後でリアルなビジネスで課金をすると、メ
ーカーの強みを生かせる。安価にプラットフォームを普及させ、高単価のPLMや工場シミューレ―ターを販売するといっ
た事例がある。 

5 [質問]大企業ではPFに関する提案や販売が可能だが、中小企業はどうすればよいか？ 
 
[回答]自社のプロダクトの生産管理をお客様に代わって実施している事例がある。 
例：自社製のねじの在庫がなくなったら自動発注する仕組み。調達時の自社製ねじの解約を抑止可能。 

6 [質問]Gaia-XやCatena-Xなどのデータ連携が成功する要因は何か？ 
 
[回答] 中小企業などの末端の会社がデータを提供してくれるような仕組みを作ること（インセンティブモデル、トークン
発行など）が必要。欧州でも苦戦しており、ここが日本企業にもチャンスがあると考える。 

7 [質問]国内の産業データ連携の取り組みを教えてほしい。 
 
[回答]カーボンニュートラル関連で、JEITA様が進めているグリーンデジタルがある。国際標準化という観点では、日
本が中心となって進めているTC111やTC184がある。 

8 [質問]データ共有の開発では欧州が先行しているように見えるが、日本が巻き返せるか？  
 
[回答]欧州の海外展開が遅れているので、日本が巻き返せる最後のチャンスだと考えている。インセンティブモデルの
設計や海外展開（特に日本が強いアジア）や中小企業などの仲間作りが重要。 

9 [質問]日本企業がデータ共有を活用したビジネスを望む場合、どのような手段を取りうるか？ 
 
[回答]欧州勢との連携は行いつつも、幅広い経済圏を持っているアジアの財閥にどう攻めていくか、スピード感を持っ
てやり切ることが必要。データ共有に関する技術よりも、その技術を使って何をするか（ユースケース／ビジネスモデ
ル）が重要。 

10 [質問]データ共有の環境整備に関して、業界団体に期待することは何か？ 
 
[回答]業界団体が一緒に協力してデータ共有の議論をすすめ、付加価値やメリットを提示することだと考える。 

11 [質問] データ連携において、日本の製造業の強みである現場の力を活用するためには、どうすればよいか？ 
 
[回答]データ共有はきっかけに過ぎない。共有により収集されたデータから、データの見える化だけでなく、改善アイデ
アなど提供や販売につなげることで生かせると考える。 

12 [質問]日本は欧州と比較してサプライチェーンへの導入が遅れていると思うが、今後どう対応すればよいか？ 
 
[回答]具体的なシナリオやユースケースを用いて議論をしていないことが日本の問題。中小企業が腹落ちするような
メリットがあるシナリオを作ることが重要。 
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付録 講演資料 

プログラム①：スマートマニュファクチャリングについて 

 

 



28 
 

 

 

 



29 
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プログラム②：グローバルで急加速する欧州発データ共有圏（IDSA／GAIA-X／Catena-X）の動きと日本の製造業

に求められるアクション 
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